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C 17 ひとり暮らし高齢者の食事満足度に及ぼす要因

山口女大家政　　　　　足立蓉子

食　　物

〈目的〉　1991 年10 月から山口県大島郡東和 町において、 ひとり暮らしの高齢者を 対象

に毎日型給食サービスを 実施するにあたり、 満足してもらえ る食事を 提供するための基礎

資料とするために、 ひとり 暮らしの高齢者について食生活調査を行った。

〈方法〉　 対象は、 山口県大島郡東和町の65 歳以上でひとり 暮らしの男女145 人、 うち有

効回答は119 人である。 調査は1991 年7月から8月 の期間に、 質問紙による個人面接 法に て行

った。

〈 結果〉　 給食サ ービ スを受ける側の高齢者が満足できる 食事のあり方を考察するため

に、 食事満足度につい て分析を行った。　食事満足度を把握するための質問項目は。 前報1)

と同様であ る。　そして食事満足度に影響すると考えられる質問項目との関係を見るために

X '検定を 行った。 その結果、5% 以上の水準で23 項目に有 意差 が認められた。　そこでX  '検

定結果と高齢者の生活構造を 考え、 食事満足度に 影響を及ぼ すと考えられる6要因、14 カテ

ゴリーを選定し、 満足度とこ れらの要因との構造を考察するために数量化ｎ類により分析

を 行っ た。　その結果、 食事満足度に及ぼす第一の要因は「 食品摂取状況」であり、 第二は

「 家計状況 」、 第三は「 調理の 好き嫌い」、 第四は「 欠食状況」であ った。　残る2 要因は

「 孤独感」と「 主観的健康度」であ った。 また、 過去3 年間における調査から、 ひとり 暮ら

しの高齢者を抽出し、 同様に分析した結果｡6 要因のうち「 食品摂取状況」と「 調理の好き

嫌い」およ び「 欠食状況」は共通した要因であ った。1 ）足立蓉子:家政誌,盤,529（1991 ）
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食 品 の 色 彩 嗜 好　 一配 色 の好 み に つ い て 一

香 川 県 明 善゙ 短 大　 川 染　節 江

一目 的 」 食 品 の 色彩 嗜 好 に つ い て 研 究 し て お り 、 前㎡
）X'
 (* 、 赤 、 オ レ ン ジ 、 茶 、 黄 。 黄 緑

、 青、 紫 、 ピ ン ク の9   色 に 無 彩 色 を 加 え た1    0  色 に 対 する 嗜 好 度 を 中 心 に 報 告 し た。 本

で は 、 配 色 の 好 み を 中 心 に年 齢 別、 性 別 お よ び2    0  歳 代 の 日 本 の 地 域 性 と 日 韓 の民 族 性

つ い て 検討 し た 。

方 法 ］ 調 査 は 、 前 報 と 同 時 に19    9   0 年 に 実施 し た。 す な わ ち 独 自 に作 成 し た色 見 本（

色 に ５ 色 ず つ の 、 計5    0  色 の 色 票 を 白 紙 に はり つ け た も の ） を 用 い 、1     0   色 そ れ ぞ れ に

い て 「 好 まし い 色 」 と 「 配 色 の よ い 色J　と の回 答 を求 め た。 ま た 、 色 から 連 想 する 食品

つ い て も 調 べ た 。 冊 査 対 衆 は 、 年 齢 差 と 地 域 差 を みる た め 。 香 川 県 下 で は1  0  歳 代 以 上

男女 お よ･ぴ 北 梅 道 。東 北、関東 、北 陸 、東 海. 近 畿 、中 国、四 国 、九 州 、沖 縄 の10 地 域 と 韓 国 大

市 に 在 住 の2    0 歳 代 の 男女 合 計2    15    2 名 で あ る 。

結 果 」 色 に 対 する 回 答 率 は 高 く 、1  0  歳 代 の無 回 答 率 も 低 かっ た。 年 齢 や 性 別 に よ り 相

は あ る が 、 全 体 的 に「 好 まし い 色J で は、 赤 、 オ レ ン ジ 、 黄 色 に は上 位2   色 で 出 現 率 ６

％以 上 を 占 め て い た。 韓 国 で は 、 色 調 の濃 い赤 、 黄 色 を 選 んで い た。4    0 歳 以 上 で は う

い 暖 色 系 の 色 を 選 ぶ 傾 向 が 見 ら れ た。 ［ 配 色 の好 み ］ に つ い て は 、 赤 に 対し て 緑 を 選 ん

率 が 高 く 、 オレ ン ジ に は 、 黄 、 黄 緑 、 緑 の ３ 色 が あ げ ら れ た。 茶 、 青 に は 無 彩 色 の 白 が

に は ピ ン ク が多 かっ た 。 以 上 のよ う に、 赤 、 オレ ン ジ な ど1    0  色 に つ い て の 配 色 は 、 補

、 ま たは 色 相 の 類 似し た色 が好 ま れ る 傾 向 が わ か っ た。 色 か ら 連 想 す る･食 品 は 、 野 菜 と

物 類 が主 で あっ た。　　1  ） 川 染 節江 ： 平 成 ３ 年 度 日 本 調 理 科 学 大 会 要 旨 集（p    2   4   ）
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